
対
策
の
強
化
を
図
り
、
災
害
時

に
必
要
と
さ
れ
る
防
災
資
機
材
、

お
よ
び
日
用
品
な
ど
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
避
難
路
整

備
や
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合

の
、
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震

補
強
工
事
、
家
具
固
定
へ
の
支

援
、
火
災
報
知
器
の
設
置
や
家

具
固
定
用
器
具
の
購
入
補
助
な

ど
、
広
く
周
知
を
図
り
な
が
ら

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
大
規
模
災
害
に
備
え
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
防
災
が
紀
宝
町

の
文
化
と
な
る
よ
う
充
実
を
図

り
、
災
害
に
強
い
、
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

消
防
関
係
に
つ
い
て
は
、
消

防
団
員
の
報
酬
改
定
を
は
じ
め

と
し
た
団
員
が
活
動
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
行
い
、
消
防
団

員
の
さ
ら
な
る
加
入
促
進
を
図

り
な
が
ら
消
防
団
員
の
確
保
に

努
め
、
資
機
材
等
の
充
実
を
図

り
、
消
防
力
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。　

ふ
る
さ
と
納
税

　

町
で
は
、
事
業
者
の
協
力
の

も
と
、
柑
橘
類
や
米
、
肉
、
海

産
物
な
ど
町
の
特
産
品
を
返
礼

品
と
し
て
、
現
在
99
品
目
を
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
新
た
な

魅
力
あ
る
特
産
品
の
掘
り
起
こ

し
や
、
近
隣
市
町
村
と
の
共
通

返
礼
品
な
ど
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
募
集
事
務
や
Ｐ
Ｒ
方
法

な
ど
も
見
直
し
を
実
施
し
な
が

ら
、
多
く
の
方
々
に
紀
宝
町
を

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
衛
生
施
策

　

環
境
衛
生
施
策
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
に
よ
り
ご
み
全
体
の

排
出
量
が
減
少
す
る
な
か
、
資

源
ご
み
の
占
め
る
割
合
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
は
、
町
民
の
み

な
さ
ま
が
環
境
問
題
に
対
し
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
日
ご
ろ
か

ら
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

賜
物
と
考
え
て
お
り
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
さ
ら
な

る
分
別
意
識
の
向
上
と
資
源
化

を
推
進
す
る
た
め
、
分
別
説
明

会
の
開
催
や
可
燃
ご
み
減
量
化

を
目
的
と
し
た
「
生
ご
み
処
理

容
器
購
入
費
補
助
金
」
の
積
極

的
な
活
用
を
推
進
し
、
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
に
設

立
し
た
「
東
紀
州
環
境
施
設
組

合
」
に
お
い
て
、
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
に
向
け
、
基
本
計
画

の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
は
基
本
計
画

を
と
り
ま
と
め
、
住
民
説
明
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
生

活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
東
紀
州
環
境
施
設

組
合
を
中
心
に
関
係
５
市
町
や

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
、
令

和
９
年
度
の
完
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
営
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
１
月
末
現

在
、
１
，
３
０
７
基
の
管
理
を

行
い
、
生
活
排
水
の
水
質
改
善

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
単
独
浄
化
槽
か
ら

の
設
置
替
え
・
配
管
補
助
制
度

の
周
知
に
努
め
て
利
用
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
若
者
の
定
住

を
進
め
る
た
め
の
設
置
分
担
金

の
軽
減
補
助
に
つ
い
て
も
継
続

し
て
実
施
し
、
水
環
境
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
中

長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画
と

し
て
策
定
し
た
「
紀
宝
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
」
に
基
づ
き
、

健
全
な
事
業
運
営
の
確
保
に
努

め
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
や
浄

水
場
等
の
施
設
更
新
を
計
画
的

に
行
い
、
安
全
・
安
心
な
水
道

ウ
ミ
ガ
メ
公
園
の
指
定
管
理
者

に
よ
る
創
意
工
夫
な
ど
に
よ
り
、

両
施
設
の
来
場
客
は
増
加
傾
向

で
す
。

　

今
後
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
い
っ
た
時
代

に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
講
じ
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
な
る
集
客
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
各
種
支
援
策

を
講
じ
な
が
ら
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
、
こ
の
苦
境
を
乗
り
越

え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
８
月
に
は

熊
野
尾
鷲
道
路
が
全
線
開
通
す

る
な
ど
、
近
畿
自
動
車
道
紀
勢

線
の
延
伸
に
伴
い
交
通
ア
ク
セ

ス
が
向
上
し
て
お
り
、
大
都
市

圏
か
ら
の
移
動
時
間
も
短
縮
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、「
紀
宝
熊
野
道
路
沿

線
へ
の
休
憩
施
設
の
整
備
」
の

実
現
を
図
る
な
ど
、
道
路
整
備

効
果
を
見
据
え
た
商
工
・
観
光

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
振
興
に

取
り
組
み
、
観
光
客
や
交
流
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。

　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

　

町
の
「
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
」

に
つ
い
て
は
、
同
じ
総
合
住
民

情
報
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い

る
熊
野
市
と
共
同
し
移
行
作
業

を
進
め
、
本
年
１
月
４
日
か
ら

新
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
省
か
ら
示
さ
れ

た
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

推
進
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
使

用
し
て
い
る
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

を
さ
ら
に
発
展
し
た
形
と
し
て
、

令
和
７
年
度
末
ま
で
に
自
治
体

の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・

共
通
化
を
行
う
と
と
も
に
、
国

が
管
理
・
運
営
す
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
に
接
続
し
、
そ
こ
で
自

治
体
の
総
合
住
民
情
報
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
運
用
す
る
「
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
」
に
移
行
し
て

い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

に
お
い
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
移
行
に

向
け
、
標
準
化
・
共
通
化
に
向

け
た
検
討
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
押
印
の
見
直
し

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
押
印

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
、
口
座
振
替
依

を
国
土
交
通
省
に
お
い
て
進
め
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
よ
り
安
全
・

安
心
な
道
の
駅
と
な
る
よ
う
、

さ
ら
に
同
拠
点
内
に
一
時
避
難

場
所
を
確
保
す
る
べ
く
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
令
和
４
年

度
に
本
体
工
事
に
着
手
し
、
令

和
５
年
度
内
の
完
成
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
地
域
の
災
害
復
旧
・
復
興

の
要
と
な
る
防
災
拠
点
施
設
の

早
期
完
成
に
向
け
、
さ
ら
に
国

と
の
連
携
を
図
り
、
防
災
機
能

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

観
光
振
興

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
「
紀
宝
町
飛
雪
の
滝
キ
ャ

ン
プ
場
」
と
「
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
」

の
両
施
設
を
核
と
し
て
、
町
の

有
す
る
魅
力
的
な
自
然
や
文
化

な
ど
を
積
極
的
に
発
信
し
、
観

光
誘
客
や
交
流
人
口
の
拡
大
に

努
め
、
そ
の
効
果
が
町
内
の
観

光
施
設
や
商
業
施
設
に
波
及
す

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

商
工
・
観
光
業
に
つ
い
て
は

は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
特
に

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
昨
今
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー

ム
や
飛
雪
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場
・

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

ごみの分別説明会

昨年の６月に、成川で
開催された、ごみの分
別説明会の様子です。
町職員が、プラスチッ
ク製容器包装などの出
し方を説明しました。

ふるさと納税

町では、柑橘類や米、
肉、海産物など町の特
産品を返礼品として、
現 在 99 品 目 を 取 り
扱っています。写真は
返礼品の「南高梅」。

避難訓練

昨年の 12 月に開催
された総合防災訓練
の様子。町民約1,600
人が参加し、今後起
こるかもしれない、
大地震に備えました。

飛雪の滝キャンプ場

高さ 30 ｍの飛雪の滝
を間近に臨むキャン
プ場。平成 30 年４月
にリニューアルし、コ
テージやテントサイ
トなどの設備が充実。

頼
書
に
係
る
銀
行
印
や
契
約
書

等
を
除
き
、
窓
口
な
ど
で
提
出

い
た
だ
く
申
請
書
な
ど
の
ほ
ぼ

す
べ
て
の
書
類
に
つ
い
て
、
原

則
押
印
を
廃
止
し
ま
す
。

　

今
後
は
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
続
き
が
完

了
す
る
申
請
の
拡
充
な
ど
、
行
政

手
続
き
に
お
け
る
住
民
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策

　

防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

は
、「
人
の
命
が
一
番
」
を
基
本

に
、
災
害
に
お
け
る
被
災
者
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
町
民
各
々
が
、「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

防
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
防
災

力
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
自

助
、
共
助
に
よ
る
地
区
自
主
防
災

の
活
動
や
町
民
防
災
会
議
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
台
風
等
風

水
害
に
備
え
た
事
前
防
災
行
動

計
画
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
の
機

能
向
上
を
目
指
し
、
地
区
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
拡
充
お
よ
び
津
波

避
難
体
制
の
整
備
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
避
難
所
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

水
の
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
へ

の
移
行
準
備
事
業

　

令
和
４
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
と
し
て
、
福
祉
課
が
中
心
と

な
り
庁
内
連
携
体
制
を
構
築
し
、

複
合
的
な
課
題
に
対
応
し
て
い

く
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
へ
の
移
行
準
備
事
業
」
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
目
的
と
し
て
、
市
町
村
が
創

意
工
夫
を
も
っ
て
包
括
的
な
支
援

体
制
を
円
滑
に
構
築
・
実
践
で
き

る
仕
組
み
を
つ
く
る
た
め
、
社
会

福
祉
法
に
基
づ
き
令
和
３
年
４
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

新
た
な
事
業
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
介
護
、
障
が

い
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活

困
窮
な
ど
の
制
度
別
に
専
門
的

な
支
援
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
、
地
域
住
民
が
抱

え
る
課
題
は
複
雑
化
・
複
合
化

し
て
お
り
、
福
祉
の
現
場
に
お

き
ま
し
て
も
1
つ
の
世
帯
に
複

数
の
課
題
を
抱
え
る
事
例
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
80
代
の
親
が
50
代
の

子
ど
も
の
生
活
を
支
え
る
８
０

５
０
問
題
、
介
護
と
育
児
の
ダ

ブ
ル
ケ
ア
、
世
帯
全
体
が
社
会

2022
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